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は前もって、関節部分のみに BMP 含有溶液 10 µL を注入した。BMP の用量は、0 µg、0.1 µg、1 µg、
5 µg とし、腱移植術後 4 週および 8 週にて移植部を採取し、組織学的検討を行った。染色にはサフ
ラニン O 染色、抗 1 型コラーゲン抗体・抗 2 型コラーゲン抗体を用いた免疫染色を使用し、組織学
的所見特に軟骨形成の有無を正常膝群・内側半月板切除群と比較検討した。 
【結果】BMP1μg 含有群、5μg 含有群では、術後 4 週および 8 週で移植腱内に軟骨組織を認めた。
その組織学的所見は、線維間に軟骨細胞が存在している正常の半月板と類似していた。しかし、移植






   




究では、骨形成蛋白（Bone Morphogenetic Protein:以下 BMP）を注入した自家腱を半月板切除後
の関節部に移植し、その組織学的変化を検討した。 
家兎の膝関節内側半月板を切除した後、半腱様筋腱を関節内に移植した。その際、移植腱には前も
って、関節部分のみに rhBMP-2 含有溶液 10 µL を注入した。rhBMP-2 の用量は、0 µg、0.1 µg、1 
µg、5 µg とし、腱移植術後 4 週および 8 週にて移植部を採取して組織学的検討を行った。染色には
サフラニン O 染色、抗 1 型コラーゲン抗体・抗 2 型コラーゲン抗体を用いた免疫染色を使用し、組
織学的所見、特に軟骨形成の有無を正常膝群・内側半月板切除群で比較検討した。 
rhBMP-2 1μg 含有群、5μg 含有群では、術後 4 週および 8 週で移植腱内に軟骨組織を認めた。そ
の組織学的所見は、線維間に軟骨細胞が存在している正常の半月板と類似していた。しかし、移植腱
の関節包側には異所性骨が存在し、5μg 群の術後 8 週における所見では、移植腱の関節包側の大部
分が骨化していた。一方、関節の中心部分は軟骨で保たれており半月板の欠損部分をみたしていた。
以上の事から rhBMP-2 を含有した自家腱移植、特に 1μg 含有群で、正常半月板に類似した組織再建
が可能であることが判明した。 
以上の研究結果は、一定量の rhBMP-2 を腱内に注入し、関節内に移植することで、半月板の再建
が可能になることを明らかにしたもので、半月板再建へむけた重要な基礎的研究である。よって本研
究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
